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高

橋
は

る
み

知
事

が
酪

楽
館

を
訪

問
し
、

下
幌

呂
小

学
校

の
　

高
橋

は
る

み
知

事
が

酪
楽

館
を

訪
問

し
、

下
幌

呂
小

学
校

の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
乳
製
品
の
加
工
体
験
を
行
い
ま
し
た

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
乳
製
品
の
加
工
体
験
を
行
い
ま
し
た



　

平
成
二
十
一
年
度
の
各
会
計
予
算
は
、
年
明
け
か
ら
予
算
編
成
の

作
業
が
進
め
ら
れ
、先
に
開
催
さ
れ
た
定
例
村
議
会
に
提
出
の
う
え
、

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

計
上
さ
れ
た
予
算
は
、
住
民
福
祉
や
農
林
業
振
興
、
観
光
振
興
、

教
育
な
ど
の
各
分
野
で
住
民
生
活
に
直
結
し
た
事
務
事
業
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
村
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平成21年度

■
一
般
会
計
歳
入

　

村
税
な
ど
の
村
の
自
主
財
源
は
、
下
記

に
示
す
と
お
り
、
八
億
七
百
八
十
七
万
四

千
円
で
歳
入
全
体
の
二
三
・
九
％
と
低
く
、

地
方
交
付
税
な
ど
に
依
存
す
る
予
算
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
入
の
七

六
・
一
％
を
占
め
る
依
存
財
源
は
二
十
五

億
七
千
六
百
十
二
万
六
千
円
の
予
算
計
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
前
年
対

比
九
・
九
％
増
の
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
が
骨
格
予
算
の
編
成
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
大
幅
な
伸
び
率
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
平
成
二
十
一
年
度
地
方
財
政

計
画
を
勘
案
し
た
予
算
計
上
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

一般会計【予算額】３３億８，４００万円
歳　入 歳　出
【自主財源 　８億 ７８７．４万円】
　村　税 　３億１，９３３．８万円（  9.4％）
　諸収入 　１億９，５４６．８万円（  5.8％）
　財産収入他 　２億９，３０６．８万円（  8.7％）
【依存財源 ２５億７，６１２．６万円】
　地方交付税 １６億９，７６１．９万円（ 50.2％）
　国庫支出金 　　　６，０１３．４万円（  1.8％）
　道支出金 　２億７，５６５．３万円（  8.1％）
　地方譲与税他 　１億７，６６２．０万円（  5.2％）
　村　債 　３億６，６１０．０万円（ 10.8％）

　歳入合計 ３３億８，４００．０万円（100.0％）

【歳出予算内訳】
　議会費 ４，４９０万円 (  1.3％）
　総務費 　２億３，３００万円 (  6.9％）
　民生費 　２億９，２７０万円 (  8.7％）
　衛生費 　１億７，８６０万円 (  5.3％）
　農林産業費 　７億８，２００万円 ( 23.1％）
　商工費 ６，０００万円 (  1.8％）
　土木費 　３億 ５０万円 (  8.9％）
　消防費 　１億６，０００万円 (  4.7％）
　教育費 　２億２，７４０万円 (  6.7％）
　給与費 　５億 ４００万円 ( 14.9％）
　公債費 　５億９，６７０万円 ( 17.6％）
　予備費 ４２０万円 (  0.1％）

　歳出合計 ３３億８，４００万円 (100.0％）

総　務　費　ふるさと創生事業補助金、むらづくりチャレンジ支援事業補助金、衆議院議員選挙経費など

民　生　費　介護給付・訓練等給付費、デイサービスセンター事業費、介護保険事業 (サービス )費、児童生徒の医療費無料化など

衛　生　費　一般廃棄物最終処分場管理費、合併処理浄化槽設置整備事業補助金、村ごみ減量化対策電動生ごみ処理機購入事業補助

金、各種検診委託料、妊婦健康診査助成事業など

農林産業費　中山間地域等直接支払交付金、情報通信基盤整備事業、村営牧野管理費、酪楽館管理費、乳質改善奨励事業補助金、畜

産担い手育成総合整備事業、上幌呂地区道営草地整備負担金、林道整備事業など

商　工　費　どさんこ牧場指定管理者管理費用、鶴居運動広場指定管理者管理費用、村イベント実行委員会補助金など

土　木　費　幌呂幹線改良舗装工事、中久著呂１号線改良舗装工事、鶴居市街公住通改良舗装工事、中幌呂５号線改良舗装工事、公

営住宅・村有住宅改修工事、村道の維持補修及び除雪費など

教　育　費　各小中学校校舎維持費、地産地消学校給食事業、教育資金利子補給事業、スクールバス運行委託、ふるさと情報館維持

管理費、鶴居パークゴルフ場指定管理者管理費用など

歳出予算に計上された主な事業

平成 21 年５月号　２

村
の
予
算
概
要

■
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
総
額

は
四
十
一
億
三
千
八
百
八
十
万
円

　

鶴
居
村
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
を

合
わ
せ
た
平
成
二
十
一
年
度
の
予
算
総
額

は
、
前
年
対
比
○
・
八
％
増
の
四
十
一
億

三
千
八
百
八
十
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し

た
。

　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
国
の
方
針

並
び
に
地
方
財
政
計
画
の
指
針
を
基
本
と

し
な
が
ら
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的

か
つ
効
率
的
配
分
と
節
度
あ
る
財
政
運
営

の
維
持
を
基
本
と
し
、
一
般
会
計
の
前
年

対
比
で
は
、
一
・
五
三
％
増
の
三
十
三
億

八
千
四
百
万
円
を
予
算
計
上
い
た
し
ま
し

た
。



■
一
般
会
計
歳
出　
　

　

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
増
し
て
行
政
経
費
等
の
削
減
や
抑
制
に

努
め
、
健
全
な
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
「
小
さ
く
て

も
キ
ラ
ッ
と
輝
く
活
力
に
満
ち
た
村
づ
く

り
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
酪
農
振
興

や
福
祉
施
策
等
の
実
施
の
た
め
の
予
算
計

上
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

費
目
別
の
予
算
内
容
で
見
ま
す
と
、
総

務
費
で
は
、
昨
年
度
加
盟
い
た
し
ま
し
た

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に
係
わ
る
経

費
や
村
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
、

衆
議
院
議
員
選
挙
の
経
費
等
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

　

民
生
費
で
は
、
各
種
医
療
助
成
事
業
経

費
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営

費
、
保
育
所
を
は
じ
め
と
す
る
児
童
福
祉

関
係
の
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

保
健
事
業
費
で
は
、
例
年
同
様
に
各
種

健
康
診
断
等
に
係
る
経
費
を
計
上
し
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
金
、
妊
婦
健
康
診
査
費

助
成
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
林
産
業
費
で
は
、
農
畜
産
物
加
工
施

設
（
酪
楽
館
）
の
管
理
運
営
経
費
や
販
売

促
進
の
た
め
の
経
費
等
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
（
高

速
情
報
通
信
網
整
備
）
に
つ
き
ま
し
て
、

■
特
別
会
計

　

一
般
会
計
と
区
別
し
て
事
業
運
営
す
る

特
別
会
計
は
、
七
特
別
会
計
合
わ
せ
て
前

年
対
比
二
・
二
％
減
の
七
億
五
千
四
百
八

十
万
円
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
独

立
採
算
の
考
え
方
を
尊
重
し
な
が
ら
収
支

の
均
衡
に
配
慮
し
た
予
算
の
計
上
に
努
め

て
編
成
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
歳
入
に

不
足
が
生
じ
た
分
を
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
で
賄
っ
た
予
算
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

水
道
特
別
会
計
で
は
、
施
設
の
維
持
管

理
及
び
水
質
管
理
経
費
等
を
計
上
し
、
安

全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
を
目
指
し
、
維

持
管
理
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
で
は
、

施
設
の
維
持
管
理
及
び
水
質
管
理
経
費
等

を
計
上
し
、
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
に

万
全
を
期
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、
共
同

事
業
交
付
金
等
の
歳
入
の
適
切
な
捕
捉
に

努
め
、
適
正
な
医
療
費
の
給
付
を
図
る
こ

と
で
の
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

診
療
所
特
別
会
計
で
は
、
地
域
医
療
の

確
保
の
た
め
の
必
要
な
経
費
を
引
き
続
き

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
、
昨
年
度
か

ら
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行
に
伴

い
、
過
去
の
医
療
費
に
係
る
過
誤
調
整
分

の
み
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
地
域
支
援
事
業
費
を
計
上
し
介

護
予
防
に
重
点
を
置
く
と
共
に
施
設
入
所

者
の
適
正
な
把
握
に
努
め
た
上
で
の
予
算

計
上
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
き
ま

し
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行

に
伴
い
、
昨
年
度
か
ら
新
た
に
設
置
し
会

計
で
、
保
険
料
の
徴
収
や
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
等
の
予
算
計
上

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特別会計 (7 会計総額 7 億 5,480 万円 )
( ) 内は前年度対比

 【予算内訳・歳入歳出の金額は同額】

 水道 　　３，５２０万円 (　40.80%)

 農業集落排水事業 ８，３８０万円 (　 1.95%)

 国民健康保険 ２億８，７３０万円 (　 2.35%)

 診療所 　　８，２４０万円 (△ 7.42%) 

 老人保健 　　　１１０万円 (△96.83%)

 介護保険 ２億４，２００万円 (　 2.72%)

 後期高齢者医療 　　２，３００万円 (△ 6.50%) 

　　　　計 ７億５，４８０万円 (△ 2.20%)

３　平成 21 年５月号

調
査
設
計
を
行
い
な
が
ら
一
部
着
工
す
る

こ
と
と
し
て
予
算
の
計
上
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

商
工
費
で
は
、
ど
さ
ん
こ
牧
場
や
運
動

広
場
を
利
用
し
や
す
く
安
全
な
環
境
の
管

理
運
営
を
図
る
た
め
、
ど
さ
ん
こ
牧
場
指

定
管
理
者
管
理
費
用
、
運
動
広
場
指
定
管

理
者
管
理
費
用
を
昨
年
に
引
き
続
き
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
、

幌
呂
幹
線
改
良
舗
装
事
業
な
ど
の
継
続
事

業
を
実
施
。
更
に
村
道
の
維
持
補
修
や
除

雪
な
ど
に
必
要
な
費
用
を
計
上
し
、
安
全

な
交
通
の
確
保
に
万
全
を
期
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
又
、
住
宅
費
に
つ
き
ま
し
て

は
、
公
営
住
宅
及
び
村
有
住
宅
の
改
修
工

事
や
平
成
二
十
二
年
度
に
建
設
予
定
で
あ

り
ま
す
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
設
計
経
費

の
予
算
計
上
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
小
中
学
校
の
校
舎
の
維

持
管
理
費
を
計
上
し
、
専
任
の
英
語
指
導

助
手
を
引
き
続
き
配
置
い
た
し
ま
す
。又
、

新
規
に
教
育
資
金
利
子
補
給
事
業
の
経
費

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
鶴
居
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
し
や
す
く
安
全
な
環

境
で
の
管
理
運
営
を
図
る
た
め
、
鶴
居

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
指
定
管
理
者
管
理
費
用

を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。



４
／
１
村
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
！

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」表
示
証
交
付
式

　

４
月
１
日
、
役
場
に
お
い
て
「
消
防
団
協
力

事
業
所
表
示
制
度
」
に
基
づ
く
表
示
証
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
消
防
団
活
動
に
協
力
を
行
っ

て
い
る
事
業
所
に
対
し
、
表
示
証
を
交
付
し
、

協
力
事
業
所
が
地
域
へ
の
社
会
貢
献
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
を
社
会
的
に
評
価
す
る
こ
と
で
、

協
力
事
業
所
の
信
頼
性
向
上
に
つ
な
げ
、
消
防

団
と
事
業
所
と
の
連
携
・
協
力
体
制
が
一
層
強

化
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

本
村
で
は
、
７
つ
の
事
業
所
に
対
し
、
表
示

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

４
／
７
胸
を
わ
く
わ
く
さ
せ
、新
た
な
第
一
歩

　

村
内
各
小
・
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
る

　

４
月
７
日
、
村
の
各
小
・
中
学
校
で
入
学
式

が
執
り
行
わ
れ
、
多
く
の
新
一
年
生
が
期
待
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
新
し
い
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
各
小
学
校
で
は
、
鶴
居
小
学
校
13

名
、
幌
呂
小
学
校
４
名
、
下
幌
呂
小
学
校
６
名

の
計
23
名
が
新
一
年
生
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
一
年
生
は
多
く
の
保
護
者
や
関
係
者
が
見

守
る
中
、
校
長
や
来
賓
か
ら
入
学
へ
の
温
か
い

歓
迎
の
言
葉
で
迎
え
ら
れ
、
緊
張
し
た
面
持
ち

の
中
に
も
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
学
校
生

活
へ
の
期
待
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
在

校
生
か
ら
歓
迎
の
合
唱
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、

や
さ
し
い
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
囲
ま
れ
、

新
一
年
生
の
緊
張
も
解
け
た
様
子
で
し
た
。

４
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「
こ
ん
に
ち
は
知
事
で
す
」

高
橋
は
る
み
知
事
が
酪
楽
館
を
訪
問

　

４
月
16
日
、
鶴
居
村
農
畜
産
物
加
工
施
設

「
酪
楽
館
」
に
高
橋
は
る
み
北
海
道
知
事
を

お
迎
え
し
、「
こ
ん
に
ち
は
知
事
で
す
・
ま

ち
か
ど
対
話
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
知
事
は
、
職
員
か
ら
酪
楽
館
の
概
要

や
生
乳
を
使
っ
た
加
工
品
の
説
明
を
受
け
た

後
、
実
際
に
乳
製
品
加
工
室
に
お
い
て
、
日

野
浦
村
長
と
、
当
日
乳
製
品
の
加
工
体
験
活

動
を
行
っ
て
い
た
下
幌
呂
小
学
校
６
年
生
７

名
と
一
緒
に
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
の
加
工
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
「
鶴
居
」
を

始
め
と
し
た
各
種
地
場
産
品
を
使
っ
た
ピ
ザ

な
ど
を
試
食
し
、
鶴
居
村
の
産
業
な
ど
に
つ

い
て
熱
心
に
質
問
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

表示証の交付を受けた７事業所の皆さん期待で胸がいっぱいの新一年生（下幌呂小学校の入学式より）

チーズを始めとした各種地場産品や
加工品を試食

職
員
か
ら
説
明
を
受
け
る
高
橋
知
事

日野浦村長、下幌呂小学校の児童とともに加工体験
（ストリングチーズの加工）

平成 21 年５月号　４
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ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
鶴
居
村
発
、タ
ン
チ
ョ
ウ
と
地
域
の
未
来
を
考
え
る
」

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
主
催
の
「
わ

ん
ぱ
く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」
開
講

式
が
行
わ
れ
、
多
く
の
小
学
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
鶴
居
村
や
近
隣
の
市
町

村
の
自
然
に
親
し
み
、
各
種
体
験
活
動
を

通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を

育
も
う
と
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
教
育
委
員
会
の
担
当
者
か
ら

一
年
間
の
日
程
や
内
容
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
今
年
体
験
し
た
い
内
容
や
希
望
な

ど
の
聞
き
取
り
が
行
わ
れ
、
多
く
の
体
験

活
動
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
期
待
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

４
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今
年
は
何
を
体
験
し
よ
う
か
な

「
わ
ん
ぱ
く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
開
講
式
」

　

地
域
社
会
と
タ
ン
ン
チ
ョ
ウ
の
共
存
を
目

指
し
設
立
さ
れ
た
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
主
催
の
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
、「
鶴
居

村
発
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
地
域
の
未
来
を
考
え

る
」
が
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
多
く

の
来
場
者
が
地
域
社
会
と
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
の

共
存
、
そ
し
て
そ
の
未
来
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
音
成
邦
仁
代
表
か
ら
タ
ン

チ
ョ
ウ
を
取
り
巻
く
現
状
や
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

生
息
数
の
増
加
状
況
、
自
然
環
境
な
ど
変
化

に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。　

　

参
加
者
か
ら
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
の
意
見
や
提
言
が
出
さ
れ
、

「
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
先
進
地
・
鶴
居
村
」と
し
て
、

地
域
全
体
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
そ
の
未
来
を
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
設
立
さ
れ
た
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
は
、
村
内
の
酪
農
家
や
小
学

校
な
ど
と
連
携
し
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
「
え
さ

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
、
冊
子
「
タ
ン

チ
ョ
ウ
×
ら
く
の
う
＝
鶴
居
村
」を
発
行
し
、

積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

何
が
し
た
い
の
か
な
？

　
　

み
ん
な
の
自
己
紹
介
に
注
目

開会の挨拶とフォーラムの趣旨を説明する
タンチョウコミュニティの音成代表

熱心に聞き入る参加された皆さん

冊子「タンチョウ×
らくのう＝鶴居村」

４
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鶴
居
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、

本
格
的
な
行
楽
シ
ー
ズ
ン
が
幕
を
開
け
ま
し

た
。

　

今
年
は
雪
が
多
く
、
３
月
中
旬
ま
で
残
雪

が
あ
っ
た
も
の
の
、
３
月
下
旬
か
ら
の
降
雨

と
気
温
の
上
昇
に
よ
り
、
一
気
に
雪
解
け
が

進
み
、
例
年
よ
り
も
10
日
程
早
い
オ
ー
プ
ン

と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
初
日
と
な
っ
た
18
日
に
は
、
釧

路
管
内
、
遠
く
は
根
室
管
内
か
ら
多
く
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
が
訪
れ
、
暖
か
い
春

の
陽
射
し
を
浴
び
な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。　

本
格
的
な
行
楽
シ
ー
ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト

鶴
居
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
！

暖かい春の陽射しを浴びながら
ナイスショット！

５　平成 21 年５月号



　

鶴
居
村
寿
大
学
・
大
学
院
（
主
催　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
）
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
の
講
座
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
国
安
学
長
（
教
育
長
）
が
、
新
た
に
入
学

さ
れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
を
歓
迎
す
る
言
葉
と
と
も
に
、

講
座
に
参
加
す
る
こ
と
で
生
き
が
い
を
見
い
出
し
、
目

標
を
立
て
て
健
康
で
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
る
よ
う

期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

寿
大
学
・
大
学
院
で
は
毎
月
一
回
、
選
択
で
き
る
様
々

な
ク
ラ
ブ
活
動
や
視
察
研
修
な
ど
の
多
様
な
講
座
が
開

設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
ど
う
し
の
交
流
や

世
代
間
の
交
流
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
各
種
講

座
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
多
く
の
ゴ
ミ

村
の
環
境
美
化
を
実
践
し
ま
し
た

火
バ
サ
ミ
を
使
っ
て
の
作
業

小
さ
な
ゴ
ミ
も
見
逃
し
ま
せ
ん
！

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
づ
く
り
の
た
め
に
！

村
ぐ
る
み
で
村
民
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
業
実
施

　

美
し
い
村
づ
く
り
に
向
け
た
村
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
村
民
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
村
民
や
事
業
所
関
係
者
が
参
加

し
、
道
道
53
号
線
沿
い
や
鶴
見
台
な
ど
の
清
掃
活
動
を

行
い
、
ゴ
ミ
の
回
収
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

本
村
を
始
め
、
釧
路
管
内
の
自
治
体
や
協
力
団
体

は
「
自
然
の
番
人
宣
言
」
に
よ
り
、
日
頃
か
ら
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
昨
年
10
月
、
鶴
居
村
が
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村

連
合
」
に
加
盟
し
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
、
美
し
い

村
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
火
バ
サ
ミ
な
ど
を
使
い
な
が
ら
小
さ
な

ゴ
ミ
ま
で
見
逃
さ
な
い
よ
う
、
一
生
懸
命
作
業
に
当

た
っ
て
い
ま
し
た
。
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健
康
で
豊
か
な
生
き
が
い
づ
く
り
に
向
け
て

鶴
居
村
寿
大
学
・
大
学
院
入
学
式

声
高
ら
か
に
村
歌
を
斉
唱
す
る

学
生
の
皆
さ
ん

平成 21 年５月号　６

　１日　（金）
　　　鶴居老人クラブ健康相談
　　　　　　　9：30～　鶴居老人寿の家
　　　上幌呂老人クラブ健康相談
　　　　　　10：00～　上幌呂コミセン
　　　鶴居運動広場５月イベント（６日まで）
　　　　　　10：00～　鶴居運動広場
      鶴居スプリングショー
　　　　　　11：00～　鶴居村家畜共進会場
　８日　（金）
　　　鶴居村森林組合総会
　　　　　　10：00～　総合センターホール
１２日　（火）
　　　子育て支援事業「あそびのひろば」
　　　　　　10：00～　ふるさと情報館
　　　鶴居村総合防災訓練
　　　　　　10：00～　鶴居中学校グランド
１３日　（水）
　　　釧路丹頂農協通常総代会
　　　　　　10：30～　総合センターホール
　　  鶴居村食生活改善推進協議会総会
　　　　　　11：00～　総合センター研修室
　　　ＢＣＧ・３種混合、麻しん・風しん、２
　　　種混合予防接種
　　　　　　15：00～　鶴居診療所
１５日　（金）
　　　自治会長・農事組合長会議
　　　　　　13：00～　役場２階会議室
　　　移動献血車「ひまわり号」来村
　　　　　　 9：30～　役場ほか
２０日　(水）
　　　離乳食教室
　　　　　　10：00～　総合センター和室
２１日　（木）
　　　「おひさま」　（親の会）
　　　　　　10：00～　役場２階和室
２６日　（火）
　　　生乳生産６万トン達成記念講演会
　　　　　　13：30～　総合センターホール
２７日　（水）
　　　健診結果報告会
　　　　　　10：00～　幌呂環境改善センター
　　　　　　13：30～　　　　　　〃
２８日  （木）　
　　　健診結果報告会
　　　　　　10：00～　総合センター
　　　　　　13：30～　　　　〃
２９日  （金）
　　　健診結果報告会
　　　　　　10：00～　総合センター
　　　　　　13：30～　　　　〃



新
規
採
用
職
員
の
紹
介

名　
　

前　

松
尾
昭
夫
（
根
室
市
出
身
）

配 

属 

先　

総
務
課
総
務
係

コ
メ
ン
ト　

村
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
、
明
る
く
誠
実
に
頑
張
り

ま
す
。

ヒ
グ
マ
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

３
月
中
旬
か
ら
、
村
内
で
ヒ
グ
マ
の
目
撃

情
報
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
山
菜
を
取
り

に
出
か
け
ら
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
次
の
点
に
留
意
し
、
ヒ
グ
マ
へ
の
遭
遇

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

＊
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
場
所
は
ヒ
グ
マ
の
通

り
道
な
ど
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
安
易
に
近
寄
ら
な
い

＊
音
が
鳴
る
物
（
例
え
ば
鈴
な
ど
）
を
持
参

し
、
近
く
に
人
が
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

　

ヒ
グ
マ
を
目
撃
ま
た
は
フ
ン
な
ど
を
発
見

し
た
と
き
は
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
ご
連
絡
先
】

　

産
業
課
林
政
係

　

（
☎
64―

２
１
１
４
）

役場代表（総務課）

TEL ６４－２１１１
FAX ６４－２５７７
振興課・・・64-2112
住民課・・・64-2113
産業課・・・64-2114
建設課・・・64-2115
出納室・・・64-2116
農業委員会・64-2114
鶴居診療所・64-2122
教育委員会・64-2050
       (FAX 64-2900)

３
月
中
旬
に
中
幌
呂
下
か
ら
下
幌
呂
方
面
で
目

撃
さ
れ
た
ヒ
グ
マ
（
道
道
二
四
三
号
線
を
横
切

る
様
子
）

７　平成 21 年５月号

起
業
化
支
援
事
業
補
助
金
の
申
請

受
付
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
村
内
で
新
た
に
事
業
を
始
め
ら

れ
る
方
や
、
そ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
事
業
か

ら
新
た
な
事
業
分
野
へ
進
出
さ
れ
る
方
を
対

象
に
し
た
「
鶴
居
村
起
業
化
支
援
事
業
補
助

制
度
」
を
創
設
し
、
新
規
起
業
に
よ
る
村
の

活
性
化
や
雇
用
の
場
の
創
出
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
お
店
な
ど
を
開
店
し
た
い
、
ま
た

は
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
新
た
な
分
野
で
事

業
を
起
こ
し
た
い
な
ど
の
お
考
え
や
ご
希
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

産
業
課
商
工
観
光
係

　

（
☎
64―

２
１
１
４
）

　村では、５月19日から21日までの３日間、次
のとおり狂犬病予防集合注射を実施します。

（お名前は敬称略、時間は予定時間です）

５月19日（火曜日）

　ふれあい農園前　　　 9:00～ 9:20
　小池忠雄宅入口　　　 9:30～ 9:40
　太田工宅入口　　　　 9:50～10:00
　キッチンつるべ前　　10:10～10:20
　青山桂子宅入口　　　10:30～10:40
　清水忠志宅入口　　　10:50～11:00
　沢口一男宅入口　　　11:10～11:20
　鶴居村民広場前　　　11:40～12:00
　幌呂消防分団前　　　13:10～13:30
　協栄農場前　　　　　13:40～13:50
　関根菊夫宅入口　　　14:00～14:10
　下幌呂分岐前　　　　14:20～14:30
　釧路カントリー入口　14:40～14:50
　夢の杜団地公園前　　15:00～15:30
　国安千明宅入口　　　15:40～15:50

５月20日（水曜日）

　太田理枝宅入口　　　 9:10～ 9:15
　山形保幸宅入口　　　 9:25～ 9:30
　片渕幸雄宅入口　　　 9:40～ 9:50
　上幌呂消防分団前　　10:00～10:10
　宮崎昭夫宅入口　　　10:20～10:25
　新幌呂会館前　　　　10:35～10:45
　山村匡男宅入口　　　10:55～11:05
　小田通博宅入口　　　11：15～11:25
　鈴木農場入口　　　　11:30～11:35
　松井治吉宅入口　　　11:40～11:45
　岡田健作宅入口　　　11:50～11:55
　山本よし子宅入口　　13:00～13:10
　中雪裡西御不動前　　13:20～13:30
　茂雪裡コミセン前　　13:50～14:00
　佐藤弘宅入口　　　　14:10～14:20
　粕谷幸男宅入口　　　14:30～14:40
　スポーツセンター前　15:10～15:30
　共済組合前　　　　　15:40～16:00

５月21日（木曜日）

　斉藤滋宅入口　　　　 9:20～ 9:25
　井上元嗣宅入口　　　 9:40～ 9:50
　鈴木雅典宅入口　　　10:00～10:10
　下久著呂コミセン前　10:20～10:30
　渡部隆信宅入口　　　10:40～10:50
　増田慶一宅入口　　　11:10～11:20
　佐々木賢治宅入口　　11:30～11:40
　平田忠幸宅入口　　　13:10～13:20
　支雪裡コミセン前　　13:30～13:40
　大木博宅入口　　　　13:50～14:00
　高橋農場前　　　　　14:10～14:20
　岡田正夫宅入口　　　14:30～14:40
　鶴居消防署前　　　　15:00～15:20

【お問い合せ先】 住民課住民係（☎64-2113）

狂犬病予防集合注射実施のお知らせ



休
日
公
証
相
談
の
実
施
に

つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の

と
お
り
面
談
又
は
電
話
に
よ
る

「
休
日
公
証
相
談
」
を
実
施
し
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
５
月
10
日
（
日
）
９
時

～
16
時

【
場
所
】
釧
路
公
証
人
役
場　

釧

路
市
末
広
町
７
丁
目
２
番
地　

金

森
ビ
ル
１
階

【
相
談
内
容
】
遺
言
・
相
続
・
任

意
後
見
・
お
金
の
貸
し
借
り
・ 

賃

貸
借
・
離
婚
に
伴
う
養
育
費
・
慰

謝
料
・
財
産
分
与
・
年
金
分
割
等

【
相
談
方
法
】
面
談
又
は
電
話

※
相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

【
申
込
方
法
】
面
談
に
よ
る
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
相
談
日
の

前
々
日
（
５
月
８
日
（
金
））
ま

で
に
、
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。（
☎
25―

１
３
６
５
）

確
定
申
告
書
の
更
生
及
び

修
正
に
つ
い
て

　

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後

で
、
計
算
の
誤
り
な
ど
、
申
告
内

容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
た
場
合
は
、
次
の
方
法
で
訂
正

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

う
っ
か
り
確
定
申
告
を
行
う
の
を

忘
れ
て
い
た
場
合
は
直
ち
に
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

税
額
を
多
く
申
告
し
た
場
合
の

更
正
請
求
は
確
定
申
告
書
の
提
出

期
限
か
ら
一
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
税
額
を
少
な
く
申
告
し

た
場
合
の
修
正
申
告
は
、
平
成
21

年
３
月
16
日
の
翌
日
か
ら
納
付
す

る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
延
滞

税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
目
の

修
正
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
税
務
署

　

（
☎
23―

８
８
５
５
）

　

行
政
相
談
員
は
、
皆
さ
ん
と
行

政
と
の
パ
イ
プ
役
で
す
の
で
、
役

所
の
仕
事
に
つ
い
て
納
得
が
で
き

な
い
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

行
政
相
談
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
本
村
の
行
政
相
談
員
】

　

鶴
居
市
街
の
川
辺
正
道
さ
ん

　

（
☎
64―

２
４
５
２
）

　

そ
の
他
、
行
政
相
談
に
つ
い
て

の
お
問
合
わ
せ
先

　

総
務
省
釧
路
行
政
評
価
分
室

　

（
☎
23―

７
１
３
６
）

人
権
擁
護
委
員
制
度
に
つ

い
て

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も

地
域
住
民
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
難
し
い
手
続
き

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
権
相
談
は
、
離
婚
相
談
な
ど

の
家
庭
内
の
問
題
や
借
地
借
家
の

問
題
、隣
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、

と
て
も
幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

お
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
と

し
て
、
人
権
相
談
所
が
釧
路
地
方

法
務
局
で
常
時
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
村
で
も
６
月
２
日
に
役
場

２
階
会
議
室
に
特
設
人
権
相
談
所

を
臨
時
に
開
設
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
村
の
人
権
相
談
員
は
次
の
方

で
す
。

　

【
人
権
擁
護
委
員
】

　

鈴
木　

昭
さ
ん
（
鶴
居
市
街
）

　

渡
辺　

巌
さ
ん
（
幌
呂
市
街
）

【
お
問
合
せ
先
】　
　

　

＊
人
権
擁
護
の
全
般
に
つ
い
て

　

釧
路
地
方
法
務
局

　

（
☎
31―

５
０
０
０
）

　

＊
村
の
臨
時
相
談
所
に
つ
い
て

　

役
場
総
務
課
総
務
係

　

（
☎
64―

２
１
１
１
）

電
波
利
用
環
境
保
護
周
知

啓
発
強
化
期
間
に
つ
い
て

　

６
月
１
日
か
ら
10
日
間
は
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期

間
で
す
。

　

電
波
の
利
用
は
、
携
帯
電
話
や

消
防
救
急･

防
災
無
線
な
ど
市
民

生
活
や
様
々
な
社
会
経
済
活
動
に

と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
依

然
と
し
て
不
法
無
線
局
は
多
数

存
在
し
て
お
り
、
重
要
無
線
通
信

や
テ
レ
ビ･

ラ
ジ
オ
に
混
信
妨
害

を
与
え
る
事
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
特
に
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ･

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
違

法
な
外
国
規
格
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

等
の
機
器
が
手
軽
に
購
入
で
き
る

た
め
、
重
要
無
線
通
信
に
混
信
妨

害
を
き
た
す
よ
う
な
電
波
利
用
環

境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
総
務
省
で
は
、
広
く

国
民
に
電
波
利
用
環
境
保
護
の
大

切
さ
を
訴
え
る
た
め
、
６
月
１
日

の｢
電
波
の
日｣

か
ら
10
日
間
を

『
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発

強
化
期
間
』
と
定
め
、
電
波
利
用

に
関
す
る
周
知･
啓
発
活
動
を
全

国
的
に
展
開
し
ま
す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

　

北
海
道
総
合
通
信
局

　

（
☎
０
１
１―

７
０
９―

２
３
１
１
）

平成 21 年５月号　８

　

５
月
18
日
か
ら
24
日
ま
で
は

春
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　

例
え
ば
、
国
道
の
路
面
が
で
こ

ぼ
こ
に
な
っ
て
い
て
通
行
に
支
障

が
あ
る
、
役
所
に
相
談
し
た
い
が

ど
こ
の
窓
口
に
行
け
ば
よ
い
の
か

わ
か
ら
な
い
な
ど
、
身
近
な
問
題

に
つ
い
て
行
政
相
談
員
が
皆
さ
ん

の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

春
季
行
政
相
談
強
化
週
間

に
つ
い
て

国
民
年
金
任
意
加
入
制
度

に
つ
い
て

　

国
民
年
金
は
、
原
則
と
し
て
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
の
加

入
・
納
付
状
況
に
よ
っ
て
年
金
額

が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
期
間
が
あ
る
場
合

や
、や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、

過
去
に
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間

が
あ
る
場
合
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
な
い
期
間
が
あ
る
な
ど
、

満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
が
、
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
、
任
意
で
国
民
年
金
に

加
入
し
、
年
金
額
を
増
額
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
社
会
保
険
事
務
所

　

（
☎
22―

５
８
１
０
）

 
 

役
場
住
民
課
福
祉
係

　

（
☎
64―

２
１
１
３
）

●地上デジタル放送の受信には、地上
デジタル放送対応受信機を用意するだ
けでなく、アンテナ工事が必要な場合
や、共同受信施設の改修が必要な場合
もあります。

地デジコールセンター

☎０５７０- ０７- ０１０１

2011年7月24日までに2011年7月24日までに
地上テレビ放送は地上テレビ放送は
完全にデジタル放送に移行し完全にデジタル放送に移行し
アナログ放送は終了します！アナログ放送は終了します！

2011年7月24日までに
地上テレビ放送は
完全にデジタル放送に移行し
アナログ放送は終了します！



事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

　

平
成
18
年
度
か
ら
、
季
節
労

働
者
に
対
す
る
国
の
雇
用
対
策

制
度
が
大
き
く
変
わ
り
、
一
時

金
50
日
が
30
日
に
削
減
（
現
行
、

暫
定
40
日
）
、
冬
期
技
能
講
習
制

度
等
が
廃
止
さ
れ
、
季
節
労
働

者
の
環
境
は
と
て
も
厳
し
い
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
釧
路
地
域
通
年
雇

用
促
進
支
援
協
議
会
で
は
、
各

種
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
資
格
取
得
支
援
事
業
等

を
実
施
し
、
季
節
労
働
者
の
雇

用
拡
大
と
通
年
雇
用
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

季
節
労
働
者
の
方
に
は
、
車

両
系
機
械
の
ほ
か
作
業
系
の
各

種
資
格
を
お
持
ち
の
方
が
い
ま

す
の
で
、
臨
時
・
短
期
・
常
用

な
ど
幅
広
い
求
人
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】　

　

釧
路
地
域
通
年
雇
用
促
進
支

援
協
議
会

　

（
☎
25―

１
１
５
５
）

気
を
つ
け
て
！

海
外
商
品
先
物
取
引

　

海
外
、
特
に
シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
等
海
外
商

品
市
場
で
の
、
大
豆
、
砂
糖
、
コ
ー

ヒ
ー
、
金
、
プ
ラ
チ
ナ
、
原
油

等
の
先
物
取
引
の
勧
誘
に
よ
る

被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

先
物
取
引
と
は
、
将
来
の
一

定
の
時
期
に
商
品
を
受
渡
し
す

る
こ
と
を
約
束
し
て
、
そ
の
価

格
を
現
時
点
で
決
め
る
取
引
で

す
が
、
少
な
い
お
金
（
証
拠
金
）

で
大
き
な
取
引
を
行
う
た
め
、

相
場
が
暴
落
す
る
と
大
き
な
損

失
を
被
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

勧
誘
を
受
け
た
場
合
は
、
事

前
に
内
容
を
し
っ
か
り
確
認

し
、
「
や
め
た
い
の
に
や
め
さ
せ

て
く
れ
な
い
」
「
断
っ
て
い
る
の

に
し
つ
こ
い
勧
誘
が
あ
る
」
な

ど
、
苦
情
や
ご
相
談
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
ご
連
絡
先
】

　

大
豆
や
砂
糖
な
ど
の
農
産
物

資
は
農
林
水
産
省
商
品
取
引
監

理
官
（
☎
03―

３
５
０
１―

６

７
３
０
）

　

金
や
銀
な
ど
の
経
済
産
業
物

資
は
、
北
海
道
産
業
経
済
局
消

費
相
談
室
（
☎
０
１
１―

７
０

９―

１
７
８
５
）

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
認
定

基
準
に
つ
い
て

　

石
綿
と
の
関
連
が
明
ら
か
な

疾
病
と
し
て
、
中
皮
腫
な
ど
５

つ
の
疾
病
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
発
症
し
、

そ
れ
が
石
綿
に
ば
く
露
す
る
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原

因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合

に
は
、
労
災
保
険
の
給
付
、
又

は
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
早

急
に
、
釧
路
労
働
基
準
監
督
署

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
労
働
基
準
監
督
署

　

（
☎
42―

９
７
１
１
）

毎
月
第
３
日
曜
日
は
道
民

家
庭
の
日
で
す

　

「
道
民
家
庭
の
日
」
（
毎
月
第

３
日
曜
日
）
は
、
家
族
そ
ろ
っ

て
食
事
を
共
に
す
る
、
職
場
の

行
事
を
控
え
る
な
ど
、
家
族
が

団
ら
ん
す
る
機
会
を
持
ち
、
そ

の
絆
（
き
ず
な
）
を
確
か
な
も

の
に
す
る
日
と
し
て
提
唱
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
青
少
年
育
成
協
会

　

（
☎
０
１
１―

２
３
１―

６
４

５
１
）

釧
路
短
期
大
学
公
開
講
座

「
道
東
文
化
塾
二
○
○
九
」

　

釧
路
短
期
大
学
で
は
、
道
東
の

広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
文
化
的
な

意
義
を
も
つ
事
象
の
現
状
と
問
題

点
及
び
将
来
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
の
話
題

と
し
て
楽
し
く
提
供
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
５
月
16
日
か
ら

10
月
３
日
ま
で
の
毎
月
１
回
「
道

東
文
化
塾
二
○
○
九
」
を
開
講
し

ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
受
講
く

だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
短
期
大
学

　

（
☎
41―

０
１
３
１
）

悪
質
な
貸
金
業
者
に
ご
注

意
を
！

　

最
近
、
登
録
を
受
け
て
い
る

貸
金
業
者
に
よ
る
高
金
利
の
被

害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

貸
金
を
受
け
、
不
当
な
高
金

利
の
契
約
を
迫
ら
れ
た
と
き
や
、

契
約
書
を
渡
さ
な
い
業
者
は
利

用
せ
ず
、
釧
路
支
庁
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
ご
相
談
先
】

　

釧
路
支
庁
商
工
労
働
観
光
課

　

（
☎
43―

９
１
８
２
）

死
ん
だ
野
鳥
を
素
手
で
触

ら
な
い
で
く
だ
さ
い

　

野
生
の
鳥
は
、
体
内
や
羽
毛

な
ど
に
細
菌
や
寄
生
虫
な
ど
の

病
原
体
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

野
鳥
は
エ
サ
が
採
れ
ず
に
衰

弱
し
た
り
、
環
境
の
変
化
に
耐

え
ら
れ
ず
死
ん
で
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
病
原
体
の
危
険

が
あ
る
の
で
、
死
ん
だ
野
鳥
を

触
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
支
庁
環
境
生
活
課

　

(

☎
43―

９
１
５
５
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
「
生
涯
学
習

通
信
講
座
」
の
お
知
ら
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
資
格
取
得

や
豊
か
な
時
間
を
過
ご
す
た
め

の
趣
味
・
教
養
な
ど
を
学
ぶ
生

涯
学
習
通
信
講
座
を
開
講
し
て

い
ま
す
。

　

各
種
講
座
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

学
校
法
人
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

（
☎
０
４
２―

５
７
２―

３
１

５
１
）
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 こんな電話がきたら要注意 !!

　

　
　
　
　
　

　被害にあわないための防犯対策は
　○ 事実かどうか、必ず確認しましょう。
　○ 電話を受けたときに ｢詐欺かもしれない !｣ と疑ってみる。
　○ 家族や身近な人しか知らない事を合言葉として決めておきましょう。
　○ すぐにお金を振り込まない。家族や親戚、警察などに相談してください。

　　　　　　　　釧路警察署　☎ 23－0110
　　　　　　　　鶴居村地域包括支援センター　☎ 64－2113 ･ 64－2999

誰もが安心して暮らせるまちにするために
～鶴居村地域包括支援センターからのお知らせ～

　今年度から、健診結果を報告会でお返しすることになりました。　　        
 報告会は１時間程度で、内容は健診結果の見方やメタボリックシンドロームにつ
いてを予定しています。
　健診の結果から、ご自身の生活習慣を振り返る機会にしてみませんか？

　健診結果報告会の日時及び場所
　いずれの日も午前１０時からと午後１時３０分からの１日２回行います。
　５月２７日（水）　幌呂農村環境改善センター
　５月２８日（木）　鶴居村総合センター
　５月２９日（金）　鶴居村総合センター

＊がん検診のみを受診された方については、検診結果を郵送します。結果報告会に
お越しいただく必要はありません。

＊健診結果報告会に来られなかった方については、健診結果を郵送します。

平成21年５月号　10

振り込め詐欺にだまされない！
　振り込め詐欺は、ご両親や身内の方が、お子さんやお孫さんを心配する心の隙に入り

込み、多額の現金を振り込ませる悪質な犯罪です！



情熱力。

アスリート「上野由岐子」
からの熱いメッセージ
　　　　　上野　由岐子

　北京五輪ソフトボールで
金メダルを勝ち取り、日本
中を感動させた上野由岐
子。幼少からの情熱を支え
た多くの仲間、師、家族と
の思い出などを綴り、世界
の頂点に立った今、その熱
いメッセージを語る。

ハハハのがく
たい

たかはしゆうじ
・ぶん

やぎゅうげんいちろう
・え

　ハハハの島に
雇われたハハハ
の楽隊７人組は、
子どもの誕生から葬式まで
駆けつけては音楽演奏。で
も、実はこの楽隊は怪盗
だった…。「こどものとも」

赤いクリップで家を
手に入れた男

ネット版わらしべ長者もの
がたり
　カイル・マクドナルド
　　　　　西山　佑・訳

　職探しよりも自分探し。
赤いクリップから始まり、
１年で家を手に入れた現代
のわらしべ長者とは。フジ
テレビ系「奇跡体験！アン
ビリーバボー」でも紹介。
大人気のブログで綴られた

「物々交換の旅」が本に。

愛情子ども食堂

おいしいごはんと笑顔のレ
シピ

　キャラクター弁当＆デ
ザート、定番人気メニュー、
野菜・豆・魚のアレンジ、
誕生日のごちそうなど、子
どもが喜び、家庭の会話が
はずむ、128メニューを紹
介。子どもと一緒の食卓が
もっと豊かに、楽しくなる
１冊。トーマスのチョコ
レートケーキなどが載って
います。

鬼の跫音（あしおと）

　　　　　　道尾　秀介　

　鈴虫だけが知っている…
過去の完全犯罪。蝶に導か
れて赴いた村で起きた猟奇
殺人事件…。ミステリーと
文芸の壁を軽々と越えた、
今最も注目を集める新進気
鋭の道尾秀介が満を持して
送り出す、初の連作短編集。

５００人の町で生ま
れた世界企業

義肢装具メーカー「中村ブ
レイス」の仕事
　　　　　　　千葉　望

　乳房・手足などを失った
人々が、新しい“体”を求
めて島根を訪れる…。故郷

「石見銀山」を愛し、世界
中を幸せにする、義肢装具
メーカー「中村ブレイス」
社長・中村俊郎の技と夢に
迫る。　

11　平成21年５月号

鶴居村ふるさと情報館

みなくる図書室だより

～お知らせ～

○５月の休館日は、５月26日（火曜日）です。

みなくる図書室みなくる図書室

●開館時間●開館時間

　10：00～18：30　10：00～18：30

●休 館 日●休 館 日

　５月の休館日は、５月２６日です。　５月の休館日は、５月２６日です。

●貸し出し●貸し出し

　【本・雑誌・紙芝居】　【本・雑誌・紙芝居】

　２週間（１人５冊まで）　２週間（１人５冊まで）

　【ＣＤ・ＶＴＲ】　【ＣＤ・ＶＴＲ】

　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

のバックナンバーから復
刊。みなくるでは、この他
にも復刊された「こどもの
とも」が多数あります。



　このコーナーでは、「あの日、あの時」と題し、これまでに発行された「広報つるい」を
取り上げ、村の歩みを振り返ってみたいと思います。
　第１回目となる今回は、ちょうど今から２０年前の「広報つるい」平成元年５月号(第
３３３号　全６ページ）です。
　20年前の鶴居村はどのような様子だったのかを見てみましょう。

（表　紙）

～横路知事を迎え市町村サミット～

　平成元年４月 24 日、総合センターにおいて釧路管内市町

村長が一堂に集い、「市町村サミット」が開催されました。

　出席者はノーネクタイのなごやかな雰囲気の中で、釧路

湿原の国立公園化に伴う地域おこしや酪農等の第一次産業

の抱える問題について話し合いました。

　偶然ですが、今年と同じく 20 年前にも北海道知事が来村

していたのです。

（巻　末）

～鶴居観光十景の紹介～

　鶴居村の貴重な観光資源、「観光十景」。

　当時、釧路湿原が国立公園に指定されて間もない時期で、

ここで紹介されている「宮島岬」も一躍脚光を浴びました。

　太古の昔より変わらない岬からの眺めは、海が湿原になっ

た今でも、悠久の時を私たちに伝え、20 年の歳月もあっと

いう間の出来事のように感じさせます。　

（２ページ目）

　４月７日、新しいスクールバスの「コスモス号」が運

行を始めました。新しいスクールバスの前では、スクー

ルバスを利用する保育園児、小学生、中学生の代表がテー

プカットを行い、運転手には花束の贈呈が行われ、新し

いスクールバスの門出を祝いました。

　また、商工会女性部からは小学校新 1 年生に「愛のす

ず」が贈られました。

懐
か
し
い
表
紙
で
す

「
コ
ス
モ
ス
号
」
か
ら
降
り
る
子
ど

も
た
ち
は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
す

湿
原
に
咲
く
花
「
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
」

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
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　このコーナーでは、鶴居村の小学校３校、

中学校２校が発行している「学校だより」

などから、各学校の情報をお伝えします。

　第１回目は「鶴居中学校」です。



　

５月の

　

御
誕
生
お

め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

三
月
中
に

届
出
の
あ
り
ま
し
た
出
生
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
ご
紹
介
し

ま
す
。

村
上 

未み

紘ひ
ろ

ち
ゃ
ん

女
・
鶴
居
市
街

　

み
な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
心
温
ま
る
善
意
に
、
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
地
域
振
興
及
び
地
域
福
祉
等
に

関
す
る
事
業
の
た
め
に

 

下
久
著
呂　

渡
部　

 

守 

様

　
　
　

金
一
○
○
、
○
○
○
円

 

茂 

幌 

呂　

小
田 

芳
史 

様

　
　

  

金
一
○
○
、
○
○
○
円

●
学
校
教
育
振
興
の
た
め
に

 

鶴
居
村
女
性
団
体
連
絡
協
議
会 

様

　
　
　

雑
巾　

二
一
八
枚

このプロジェクトは、釧路湿原自然再生普及行動計画の取り組みです。

●ワンダグリンダ☆ニュース無料配信中！
　毎月２～３回、釧路湿原周辺のイベント、募集情報などメール

にて無料配信しています。fukyu@kushiro-wetland.jpに「配信希

望」とメールをお送りください。

※情報量が多いため携帯電話のメールアドレスはご遠慮ください。

●第25回釧路シャケの会放流会
　里親たちが育てたシャケの稚魚を放流します。

　どなたでも放流できますので、ぜひご参加ください。

【日時】5月5日(火）午前10時から

【場所】釧路フィッシャーマンズワーフＭＯＯエプロン前

【問合せ先】釧路シャケの会事務局（☎42-4619）

ワンダグリンダ・プロジェクトに関するお問合せ先

　再生普及行動計画ワーキンググループ事務局 /☎56-4646

●早春の湿原ハイク
　～春の風と語ろう～

【日時】5月10日(日)
　　　 午前10時から正午まで

【定員】15人【参加料】無料

●湿原の夏鳥ウオッチング

【日時】5月24日(日) 
　　　 午前9時から11時まで

【定員】15名【参加料】無料　
いずれも申込み・お問合せ先は
温根内ビジターセンターまで

（☎65-2323）

平成21年５月号　14

　釧路開発建設部では、釧路湿原の河川保全の取り組
みの一環として、釧路湿原の良好な河川環境づくりに
貢献することを目的に「釧路湿原川レンジャー」を募
集しています。
　申込順に先着150名とし、申込期間は5月13日（水）か
ら15日（金）までです。

【お申込・お問合せ先】
　 北海道開発局釧路開発建設部治水課河川環境係
　 （☎0120－8946－42）

「釧路湿原川レンジャー」募集！ 「ほっと求人」
　ハローワークくしろで随時公
開されている釧路管内の求人情
報「ほっと求人」を役場で閲覧
することができます。
　役場内ロビーに備え付けてあ
りますので、情報を必要とされ
る方はご覧下さい。

【問合せ先】鶴居村役場産業課
商工観光係（☎64-2114）

鳥
風
や
Ｖ
字
編
隊
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を
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す

金
メ
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沸
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岸
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「この冬の鶴居村のタンチョウの飛来数」

　サンクチュアリでは、タンチョウの越冬期における給餌場の利用状況を把握す

るため、給餌場に飛来するタンチョウの個体数のカウントを行っています。毎日

９時、11時、13時、15時の各時刻に給餌場に飛来したタンチョウの総数と幼鳥の

数を記録しています。

　また、鶴見台においては、鶴見台給餌人の渡部トメ氏と渡部義明氏によって給

餌場に飛来しているタンチョウが最大数に達したと判断された時点で個体数のカ

ウントが行われています。

　これらの飛来数は、サンクチュアリの来館者や防災無線のタンチョウ飛来数の

情報提供に利用するほか、飛来数が200羽前後であれば120キログラムを給餌しよ

う、50羽をきってきたら20キログラムと翌日のデントコーンの給餌量を決めるの

に利用しています。

　この冬のサンクチュアリの飛来数の状況

（図１）をみてみると、11月の中旬まで野

付半島で子育てをしたＴ98の足環をつけた

親子が強く、ほかのタンチョウがやって来

ても追い払いほぼ独占状態でした。その後

12月中旬になるとほぼ例年通りの飛来数の

推移となりました。最大飛来数はお正月の

１月１日の315羽でした。あと例年と違う

傾向としては、つがいが繁殖地に戻って行

き成鳥がほとんどいなくなった３月中旬か

らの幼鳥の飛来数が多かったことがありま

す。

　鶴見台の飛来数（図２）は、最大飛来数

は12月31日の304羽で、冬の飛来数の推移

はほぼ例年通りでした。

　サンクチュアリと鶴見台の２大給餌場の

最多飛来数の合計（図３）では、最大合計

飛来数が12月31日に588羽を記録しました。

あくまで最大飛来数の合計なので、サンク

チュアリと鶴見台の給餌場を両方利用して

いる個体のダブルカウントもあり参考的な数値です。しかし、北海道による今年

度のタンチョウ生息状況一斉調査では鶴居村全体で516羽という記録があり、確

認数1,065羽の半分近くが鶴居村に生息している状況です。

　サンクチュアリで進めているタンチョウの採餌量調査による適正給餌量の把握

のためや感染症対策などで進められている冬期の分散化の効果を図るために、今

後も飛来数のカウント調査を続けていきたいと考えています。

鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
チーフレンジャー 有 田 茂 生

今
年
も
多
く
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
飛
来

し
た
鶴
居
・
伊
藤
タ
ン
チ
ョ
ウ
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ

　初めまして。４月に新しく着任
しましたレンジャーの伊藤加奈で
す。東京都出身の25歳です。
　学生時代に鳥と出会ったのを
きっかけに、日本の野生生物に関
わる仕事がしたいと思いこの仕事
を希望しました。
　引っ越してきた当日、道路わき
でタンチョウを見かけ、人の生活
空間とあまりに近い場所にいたた
めに一瞬作り物かと思ってしまい
ました。鶴居村のような自然あふ
れる場所にくることができ、とて
も嬉しいです。
　これから色々なところへ行って
鶴居の自然に触れ、また多くの方
と出会うことで、レンジャーとし
て成長していきたいと思います。
よろしくお願いします。

☎ 64-2620 ／ FAX 64-2239

http://www.wbsj.org/sanctuary/tsurui/

15　平成21年５月号

＜新人レンジャーの紹介＞



■人口
総数 2,573 人
（対前月比 － 6人）

昨年同期は 2,576 人で、対前年
比較は－ 3人です。

男 1,285 人（前月比－ 2人）
女 1,288 人（前月比－ 4人）

■世帯数
 1,027 戸（前月対＋ 2戸）

３月末
住民登録人口

※「赤丸」は、平成20年10月7日に新たに加盟した町村です。

❶ 北海道　美瑛町［事務局］

❷ 北海道　赤井川村

❸ 山形県　大蔵村

❹ 岐阜県　白川村

❺ 長野県　大鹿村

❻ 徳島県　上勝町

❼ 熊本県　南小国町

❽ 宮崎県　高原町

❾ 長野県　木曽町開田高原

10 北海道　標津町

11 岐阜県　下呂市馬瀬

12 北海道　鶴居村

13 北海道　京極町

14 山形県　飯豊町

15 長野県　中川村

16 長野県　南木曽町

17 京都府　伊根町

18 高知県　馬路村

「日本で最も美しい村」連合

加盟町村をご紹介します！

⑦熊本県 南小国町（みなみおぐにまち）

　南小国町は九州の北東部に位置し、阿蘇北外

輪山の北面山麓に位置しています。

　町の一部は阿蘇くじゅう国立公園に属し、そ

の中を筑後川の源流として大小７つの川が北へ

流れます。総面積115.86平方キロメートルの

85％が山林原野で占められ、緑と水がきれいな

人口約5,000人の純農村です。

お問合せ先　南小国町役場(TEL 0967-42-1111)

〒869-2492 熊本県阿蘇郡南小国町大字赤馬場143 

http://www. town. minamioguni. kumamoto. jp

　この度の人事異動で広報担当となりました。

　最新の情報を正確且つ的確に村民の皆様に

お伝えできるよう努力します。

　前任の課では、イベントや現場での仕事が

多かったので、現場取材を大切にしながら、

わかりやすく読みやすい広報誌づくりに取り

組みます。

　今後とも広報つるいをご愛読ください。（Ｋ）
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